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世
界
無
形
遺
産
に

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
は
、

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
が
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
に

基
づ
き
作
成
す
る
リ
ス
ト
に
登
録
さ

れ
る
文
化
遺
産
を
指
し
ま
す
。

　

文
化
庁
は
7
月
30
日
、
日
本
か
ら

の
第
1
回
目
の
提
案
と
し
て
「
奥
能

登
の
あ
え
の
こ
と
」
を
含
む
14
件
の

登
録
を
提
案
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
世

界
無
形
遺
産
と
も
呼
ば
れ
、
世
界
的

に
価
値
の
高
い
無
形
文
化
財
が
登
録

さ
れ
ま
す
。
あ
え
の
こ
と
は
来
年
9

月
の
ユ
ネ
ス
コ
政
府
間
委
員
会
で
登

録
が
正
式
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

田
の
神
を
ま
つ
る
あ
え
の
こ
と

　

あ
え
の
こ
と
は
、
稲
の
生
育
と
豊

作
を
約
束
し
て
く
れ
る
田
の
神
を
ま

つ
る
儀
礼
で
、
毎
年
12
月
と
2
月
に

行
わ
れ
ま
す
。
収
穫
後
の
12
月
5
日

に
は
「
暮
れ
の
あ
え
の
こ
と
」
が
行

わ
れ
、
夫
婦
神
で
目
の
不
自
由
な
田

の
神
を
田
か
ら
家
に
迎
え
入
れ
、
風

呂
に
入
れ
た
り
、
食
事
で
も
て
な
し

て
収
穫
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
日
か

ら
2
月
9
日
ま
で
、
田
の
神
は
家
の

中
で
厳
し
い
冬
を
越
し
ま
す
。

　

耕
作
前
の
2
月
は
「
春
の
あ
え
の

こ
と
」
と
呼
ば
れ
、
同
じ
よ
う
に
も

て
な
し
た
後
、
田
の
神
を
家
か
ら
田

に
送
り
出
し
ま
す
。
こ
の
儀
礼
は
、

家
の
主
人
が
中
心
と
な
っ
て
執
り
行

い
、
目
に
見
え
な
い
田
の
神
が
そ
こ

に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う

こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

課
題
は
後
継
者
不
足

　

あ
え
の
こ
と
は
輪
島
市
、珠
洲
市
、

穴
水
町
、
能
登
町
の
奥
能
登
4
市
町

に
受
け
継
が
れ
る
農
耕
儀
礼
で
、
奥

能
登
あ
え
の
こ
と
保
存
会
（
会
長
・

持
木
一
茂
能
登
町
長
）
が
保
護
し
て

い
ま
す
。
持
木
町
長
は
記
者
会
見
で

「
今
後
は
あ
え
の
こ
と
を
行
っ
て
い

る
農
家
の
把
握
や
後
継
者
が
増
え
る

よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

奥
能
登
の
あ
え
の
こ
と

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

無
形
文
化
遺
産

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ

ネ
ス
コ
）
が
、
無
形
文
化
遺
産
保

護
条
約
に
基
づ
き
登
録
す
る
国
際

的
な
保
護
の
枠
組
み
。
２
０
０
９

年
9
月
に
初
め
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
。
芸
能
、
伝
承
、
社
会
的

慣
習
、
儀
式
、
祭
礼
、
伝
統
工
芸

技
術
、
文
化
空
間
な
ど
が
対
象
。
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